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災害発生直後

被害想定
想定外の想定

時間の経過

初期
情報

被害情報

備え：対応できる
「組織力」×「現場力」

づくり

不十分な
情報下での決断

錯綜し、逐次変化する
情報下での決断

確度の高い
情報下での決断

被害の拡大の
可能性の推定
二次被害防止

被害の拡大
（二次被害など）

被害の全容把握

実際の被害

初期情報から
推定した被害

実際の被害

平時状況

被害の拡大の
可能性の推定

（備え） （臨機応変動作）

想定どおりの災害
はない（想定とは
何かが必ず違う）

情報収集を優先
推定段階でもある程度の
確度があれば積極的に情
報発信

確定情報をもとに、課題を
発見し、適格かつ迅速に判
断。状況に応じて、朝令暮
改あり。

発災

十分な情報下での判断
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大
谷
川
放
水
路
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① 安倍川の越水対策

河床を下げる

⇒そのことが支川の藁科川、足久保川、中河内川等の対策にも有効

② 巴川の越水対策

㋐ 流下能力を上げるための河床掘削

㋑ 麻機遊水地の機能強化

・もっと貯留量を上げるべき

・「前半小雨長雨、後半強雨型」の降雨に対して弱点があることへの対応

㋒ 大谷川放水路の更なる有効活用

㋓ 流域全体の貯水量の確保

㋔ 津波・高潮対策のための河口水門

Ⓒt.nanba
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•



（例）【四方沢川（巴川中流部右岸側支川）】

巴川の滞留（バックウォーター）⇒それによる四方沢川の流下能力低下

巴川の水位が上がるため、四方沢川の流下能力が低下するが、四方沢川の流下能力

を上げる抜本的な方法はすぐにはない。

（対策例） 長崎新田スポーツ広場（雨水貯留施設）の強化（検討中）

長崎新田スポーツ広場
（雨水貯留施設）

対策の基本 ⇒ 四方沢川流域の貯留量を上げて、浸水を防ぐ。



•

•

•
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長尾川
巴川上流

巴川下流



（例）【常念川（巴川下流部右岸側支川）】

２０２４年８月２９日～３１日は高潮注意報基準に至らない程度の潮位だったので、

被害は最小限だったが、常念川からの逆流により、低い場所が浸水

⇒抜本対策には巴川河口水門が必要

⇒すぐに効果が出る細かな対策を実施

巴川

清水港

清水港の潮位（気象庁）

浸水エリア



排水管からの逆流による浸水

降雨による河川水位の上昇 フラップゲート等により河川からの逆流を防止

逆流防止施設
（フラップゲート等）

巴川

清水港

河川からの逆流による浸水

浸水エリア

対策前 対策後

逆流防止施設

（問題の発生の認知） 2024年8月

常念川からの逆流により、低い場所が浸水

⇒フラップゲート等により逆流を防止

設置箇所：14箇所

対策の実施：2025年4月終了
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【大沢川】

【秋山川】

安倍川

秋山川

浸水エリア

秋山川

巴川

大沢川

鉄道横断部で

流下能力が不足

流水上の弱点
２０２４年８月

（台風１０号）では

越水しなかった

が・・・

⇒流水上の弱点
大沢川

流水上の弱点

急角部で水が滞流することで、上流の流下能力へ影響

秋山川の一部で

流下能力が不足

（例）

２０２４年８月

（台風１０号）

⇒流水上の弱点

から越水





（効果事例）２０２５年６月１５日の降雨

２０２５年６月１５日の雨量と秋山川の水位

•
•
•







下水道管 マンホール 流れを良くするために
改善した下水道管

流れを良くするために
改善したマンホール



バイパス管の検討
（既設水路の一部を分岐）

10.57m2
27.01m3/s

6.68m2
11.06m3/s





（例）【牧ヶ谷地区（南ノ谷川）】

浸水エリア

南ノ谷川

藁科川

南ノ谷川

南ノ谷川への土砂流入等により、流下能力が低下

そのことにより、牧ヶ谷公民館付近で越水が発生。

２０２４年８月２９日 深夜、低い場所に水が滞水。

牧ヶ谷公民館

対策

⇒非常時に機動的に運用可能な排水ポンプ車を

購入（２０２６年３月配備予定）

課題

斜面崩落等による流路閉塞はどこでも起こりうる



（例）【登呂地区】

高松浄化センター

登呂遺跡

浸水エリア

駿河区登呂地区では

降雨量が水路等の排水力を超えた

⇒そのことにより、地盤高が低い

（右図の青色）場所に滞水

２０２４年８月２９日 １９時４０分
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現在の
推定浸水範囲







河川整備
計画

10年確率

河川整備
基本方針
50年確率

ピークで68.7mm/時間 ピークで91.5mm/時間





公園等

巴川

池

越流堤

遊水地

排水管

逆流防止施設
（巴川の水が遊水地へ逆流するのを防ぐ）

通 常

降雨時

降雨後

公園等

巴川

池

越流堤

遊水地

排水管

逆流防止施設

公園等

巴川

池

越流堤

遊水地

排水管

逆流防止施設
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(mm) (mm)

公園等
巴川

池

貯水量

公園等池 公園等池

前半の降雨で貯水力を失う 後半の強雨

溢水貯留量がないため
巴川の水の流入が少ない

巴川の水位にはまだ余裕があるが
降雨中の途中排水量は小さい

排水量が
小さい
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事 中 後半強雨

公園等

巴川

掘る

地盤を下げる

公園等
池

巴川

公園等

巴川

ポンプ

水位を下げる

池

巴川 貯水余力
なし

貯水余力
あり

通 常

事 中 後半強雨通 常

公園等
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・TP+5.6m

・TP+5.6m

・TP+5.6m

・TP+5.6m

巴川

浅畑川

越流堤

越流堤
第３工区
総面積：55ha
貯水量：97.5万㎥ ⇒ 115.5万㎥



【副次的効果】
2024年８月（台風10号）では、麻機遊水地（第4工区）のHWLで観山
ポンプを緊急停止した。
麻機遊水地の水位が高い状態が続き、ポンプの稼働時間が短かったため、内水
被害が拡大した。今後、遊水地の堤体を嵩上げし、貯水量を増加させげること
で、ポンプの稼働時間が増え、内水被害の抑制に寄与する。

増加
貯水量

増加
高さ

巴川本川
上段：堤防高
下段：ＨＷＬ

現況
上段：堤防高
下段：ＨＷＬ

21万㎥0.43mTP+9.03m
TP+8.43m

TP+8.60m
TP+8.00m

第3工区

12万㎥0.41mTP+9.01m
TP+8.41m

TP+8.60m
TP+8.00m

第4工区

33万㎥合計TP+8.0m(HWL)

TP+7.0m

TP+8.6m

TP+6.0m

①底盤より0.3ｍ高い状態で
降雨がスタート

②自然排水では、排水に時間が掛かる
（次のピークへの対応が遅れる）

TP+5.6m 初期の貯水量

ふた山時の
貯水能力

2024年

２０２４年８月
（台風１０号）
の貯水量

本来の
貯水能力

貯水量が限界となる

Ⓒt.nanba



2022年台風第15号洪水再現計算

浸水深の凡例
■：0.1～0.50m
■：0.5～1.0m
■：1.0～3.0m
■：3.0～5.0m
■：5.0m以上

河道掘削実施後の最大浸水深図

巴川河道掘削

合計45cm
以上

45cm
以下

896
ha

374
ha

522
ha

合計45cm
以上

45cm
以下

880h
a

341
ha

539
ha

（0.0～6.6k）

浸水深の凡例
■：0.1～0.50m
■：0.5～1.0m
■：1.0～3.0m
■：3.0～5.0m
■：5.0m以上
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静岡市静岡県国

静岡市静岡県国
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

貯留能力
13,200㎥

これまでの貯留管の運用 ⇒ 貯まった雨水は降雨終了後に排水

降雨時

今後の貯留管の運用 ⇒ 流入開始直後から排水先や降雨状況を確認したうえで排水を開始する。

水路から
流入

降雨終了後
排水

降雨中から排水
（2023年6月台風2号時に試行）

水路から
流入

更に排水能力＋αを
強化することで効果有

引き続き試行を行い
ポンプの増強等を検討

【想定される効果】
・浸水の発生を遅らせられる。
・浸水深を抑えられる

（例：床上→床下）

毎秒最大
8.7㎥

毎秒
0.15㎥

貯留管が満水になると・・・
・水路が溢れる。
・道路冠水が発生。
・降雨終了まで浸水が解消されない。

満水の場合は約24時間かけて排水

P P流入施設

P

流入開始直後から
累計約３時間
排水を行った。

P

排水
(1,730㎥)

貯留能力
13,200㎥
＋1,730㎥

排水
(13,200㎥)

降雨中

降雨後※ 降雨中の排水については、丸子川が
計画高水位を超えた時点で停止する。



貯留量

•

•

•

•

滞留水量

貯留量

ポンプ



•

•

•



•
•
•

•

•



再検討2022年台風15号能力不足区間10年確率
の評価

整備計画

浸水被害越水

（整備計画の促進）有有鉄道橋梁から船越橋まで×有大沢川１

能力不足区間の解消有有0.6～1.3k、2.3k×無山原川２

能力不足区間の解消有有0.0～2.8k×無塩田川３

能力不足区間の解消有－0.8k、3.1～3.6k×無草薙川４

能力不足区間の解消有有0.3～2.1k×無継川５

－有－〇無瀬名新川６

能力不足区間の解消有有0.0～0.6k×無吉田川７

能力不足区間の解消有有4.3k、6.0～7.2k×無長尾川８

－－－〇無則沢川９

－－－〇無大慈悲院川１０

－－有〇無小鹿沢川１１

－－－0.4～0.6k 区間×無大谷川１２

－－－〇無長沢川１３

－－－〇無大正寺沢川１４

－－有概ね流下能力を満足△無浅畑川１５

遊水地整備有有0.2～1.1k△無七曲川１６

遊水地整備有－0~0.6k△無安東川１７













※
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津波の種類 津波対策の考え方

津波対策施設の高さ（庵原川～三保真崎の場合）

江尻港地区 江尻港地区

2011年３月11日 東日本大震災 発生

2013年６月 静岡県第４次地震被害想定を発表

2015年６月 静岡県第４次地震被害想定（追加資料）【駿河トラフ・南海トラフ】を発表

静岡市加筆部分







折戸地区

塚間地区

三保地区

貝島地区

富士見地区

江尻港地区袖師地区
そでし えじり

おりど

みほ

かいじま

つかま

興津地区

しんおきつ

おきつ

新興津地区

0 1km

T.P.+6.9m
（ T.P.+6.9m ）

T.P.+7.5m
（ T.P.+7.5m ）

T.P.+3.2m
（ T.P.+5.5m ）

T.P.+6.2m
（ T.P.+5.5m ）

T.P.+3.9～4.8m
（ T.P.+4.0m ）

T.P.+3.7m
（ T.P.+4.0m ）

※黄色字は現況施設高、白色字は必要堤防高

T.P.+3.2m
（ T.P.+4.0m ）

T.P.+3.5m
（ T.P.+4.0m ）

T.P.+3.7m
（ T.P.+4.0m ）

T.P.+3.0m
（ T.P.+4.0m ）

T.P.+3.7m
（ T.P.+4.0m ）

ふじみ

（ T.P.+4.0m ）

高さが不足する区間

耐震性等が不足する区間

（ T.P.+4.0m ）

優先整備箇所

海岸保全施設の必要性について、検討中
（地盤高さはＬ１津波高を満足）

優先整備箇所

（ T.P.+4.0m ）

T.P.+3.2m
（ T.P.+4.0m ） （ T.P.+4.0m ）

日の出地区
ひので

巴川 （水門新設）

庵原川
（堤防嵩上げ）

波多打川
（堤防嵩上げ）

無堤（堤防がない）区間

津波浸水想定区域図
（5地震総合モデル：L1）

静岡市加筆部分



2022～2023年度:防潮堤完成区間150ｍ
2023～2024年度:陸閘１基

2024年度:防潮堤工事区間130ｍ
2024～2025年度:陸閘１基

:設計中

日の出 江尻

:工事予定

:工事済・工事中

静岡市加筆部分



4 2階と緑地が
繋がります

1 撤去工事 地盤改良工事 防潮堤工事 緑地工事
工事を始める前に支障に
なる電気や水道など、地
下にあるものの撤去・移
設作業を行います。

地下13ｍまで、土にセメ
ントを混ぜながら、より
強い、液状化しない地盤
へと改良します。

津波から街を守るため、

コンクリートの擁壁を設

置します。

防潮堤の海側に盛り土を

し、芝生、遊歩道、植木

に合わせ、商業施設の2
階へのアクセスもできる

ようになっています。

２ ３ ４

静岡市加筆部分



静岡市加筆部分

静岡市加筆部分

静岡市加筆部分

静岡市加筆部分



静岡市加筆部分
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出典：神戸市HP 阪神・淡路大震災「1.17の記録」より



画像提供：㈱一条工務店
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「レベル１とレベル２の地震･津波の発生形態」と
「発生形態を理解した上での対処方法」について
の基礎情報

－第１編 レベル１とレベル２の地震･津波の発生形態
（規模･発生確率等）とそれへの対応の基本的考え方

「レベル１とレベル２の地震･津波の発生形態」と
「発生形態を理解した上での対処方法」についての基礎情報 第１編
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11-１ 地震･津波への対策を考える
際に認識しておくべき重要事項
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11-２ 津波ハザードマップの作成方法
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11-２-２ 津波ハザードマップの特性と不確実性



↓

↓

↓

↓
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11-３ ハザードマップで用いる
想定地震の想定震源域･規模の設定

－考えうる最大クラスの南海トラフ巨大地震の想定－
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11-４ 南海トラフ地震の発生確率
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11-５ 南海トラフ巨大地震の津波の想定





大すべり域

超大すべり域

ケース①:駿河湾～紀伊半島沖に「大すべり域＋超大すべり域」









※
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11-６ 静岡県による津波シミュレーションに
基づく津波高、浸水深の想定と
静岡市によるハザードマップ作成



ｖ（m/s）

v ＝ 𝑔ℎ
𝑔 = 9.8𝑚/𝑠ଶ 、h＝水深m

ｖ ＝ 9.8𝑚 𝑠ଶ⁄ × 4000𝑚
≒200m/s
＝720km/h

v ≒ 36km/h（≒10m/s）
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-
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11-７ 津波のレベル１,レベル２に
対応した津波対策
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-
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L2
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L2
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L2



L2

No 地震動波形名 地震波種別

採用

最大加速度

gal

1 El Centro 1940 NS 観測波 613

2 Hachinohe 1968 NS 観測波 400

3 Taft 1952 EW 観測波 596

4 告示神戸（基盤1.2倍） 告示波 226

5 告示八戸（基盤1.2倍） 告示波 247

6 告示乱数（基盤1.2倍） 告示波 231

7 告示神戸（基礎底1.2倍） 告示波 196

8 告示八戸（基礎底1.2倍） 告示波 212

9 告示乱数（基礎底1.2倍） 告示波 206

10 南海トラフ（SZ2） ⾧周期地震動 187

11 富士川河口（NS）X方向 サイト波 239

12 富士川河口（EW）Y方向 サイト波 221



L2
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「レベル１とレベル２の地震･津波の発生形態」と
「発生形態を理解した上での対処方法」について
の基礎情報

－第２編 清水中心市街地における地震･津波への適切な対応･行動

「レベル１とレベル２の地震･津波の発生形態」と
「発生形態を理解した上での対処方法」についての基礎情報 第２編





11-９ 地震･津波対策の基本的考え方
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11-10 清水中心市街地の津波対策
の基本的考え方
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折戸地区

塚間地区

三保地区

貝島地区

富士見地区

江尻港地区袖師地区
そでし えじり

おりど

みほ

かいじま

つかま

興津地区

しんおきつ

おきつ

新興津地区

0 1km

T.P.+6.9m
（ T.P.+6.9m ）

T.P.+7.5m
（ T.P.+7.5m ）

T.P.+3.2m
（ T.P.+5.5m ）

T.P.+6.2m
（ T.P.+5.5m ）

T.P.+3.9～4.8m
（ T.P.+4.0m ）

T.P.+3.7m
（ T.P.+4.0m ）

※黄色字は現況施設高、白色字は必要堤防高

T.P.+3.2m
（ T.P.+4.0m ）

T.P.+3.5m
（ T.P.+4.0m ）

T.P.+3.7m
（ T.P.+4.0m ）

T.P.+3.0m
（ T.P.+4.0m ）

T.P.+3.7m
（ T.P.+4.0m ）

ふじみ

（ T.P.+4.0m ）

高さが不足する区間

耐震性等が不足する区間

（ T.P.+4.0m ）

優先整備箇所

海岸保全施設の必要性について、検討中
（地盤高さはＬ１津波高を満足）

優先整備箇所

（ T.P.+4.0m ）

T.P.+3.2m
（ T.P.+4.0m ） （ T.P.+4.0m ）

日の出地区
ひので

巴川 （水門新設）

庵原川
（堤防嵩上げ）

波多打川
（堤防嵩上げ）

無堤（堤防がない）区間

津波浸水想定区域図
（5地震総合モデル：L1）

静岡市加筆部分



静岡市加筆部分

静岡市加筆部分

静岡市加筆部分

静岡市加筆部分





11-11 清水駅東口新庁舎の津波災害時の役割
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３日後版



1週間後版
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河岸の市

清水テルサ マリナート
駅前
広場

【移転新築場所】
清水駅東口公園
(元清水駅東口広場)

清水駅東口公園
(病院横)

清水さくら病院

ペデストリアンデッキ

国土地理院のデータをもとに静岡市で作成

ENEOS地域づくり
エリア

：津波避難ビル
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bs

As1

Ac2

As2

Ag2

Ac3
As3

Dc1
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24時間以内道路啓開
48時間以内道路啓開
72時間以内道路啓開

【県道】清水停車場線 しみずマリンロード

想定アクセスルート
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河岸の市

清水テルサ マリナート
駅前
広場

【移転新築場所】
清水駅東口公園
(元清水駅東口広場)

清水駅東口公園
(病院横)

清水さくら病院

ペデストリアンデッキ

国土地理院のデータをもとに静岡市で作成

ENEOS地域づくり
エリア

：津波避難ビル

３段階目（大津波警報解除後）の状況と新庁舎の役割
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11-12 全体のおわりに
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